





































































いは市場 (経済)的な く言説)= <実践〉が正統的・合理的であるとされると
同時に、これらの「専門家Jがつくられてきた。一方、 一般の人びとは、科学
























































































合理性 雪量見 境界 再帰的言桜
科学的合理性 科学的知識 ジャーナル共同体による査読 科学とは何か?
市場的合理性 商品価値 市場における取引 価値とは何か?





























































































霊長 3 Buschによる米国と欧州の政策比較 [Busch.2∞2:24]
United States 
Familiarity I Precaution 
Green beans I Unpasteurized cheese， scrapie 









































係者によって提示され、調整される場であると考える [Callon，1998 ; Callon， 















































































Perceptions of Agricultural Biotechnologies in Europe: PABE) [Marris， 
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